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６年生を送る会 
 ３月４日（金）小学部で「６年生を送る会」

を行いました。今年１年間、小学部の中心と

なって頑張ってくれた６年生に感謝の気持ち

を伝えようと、５年生が中心となって在校生

全員で準備をしました。 

 手作りのプレゼントを渡したり、各学年か

らの出し物があったりと、短い時間でしたが

心温まる会となりました。最後に在校生を代

表して５年生から６年生へ特大の感謝状が贈

られました。６年生、今まで本当にありがと

うございました。 

 

卒業証書授与式 
 ３月１０日（木）卒業証書授与式を行いました。 

 中学部３年生５人、小学部６年生１３人の卒業生の皆さん、本当におめでとうございます。

また、保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。 

 今年度の卒業証書授与式は、来賓の方には出席をご遠慮いただいたものの、全児童生徒が

体育館に集まり、卒業をお祝いすることができました。 

 式の中で、在校生から卒業生へ今まで学校の中心となって頑張ってくれたことへの感謝の

気持ちが伝えられました。卒業生からは、いろい

ろ大変なことや辛いことがあったけれど、頑張っ

てきてよかったこと。さらに、在校生も引き継い

でほしいことなどが伝えられました。 

 残念ながら中学部の４名は、受験のため日本に

一時帰国していて参加できませんでしたが、在校

生の卒業をお祝いする気持ちは届いたのではない

でしょうか。 

 卒業生の皆さん、これからのご活躍をお祈りし

ています。 
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学校教育目標 

「自ら学び共に学ぶ 豊かな心と国際性あふれる たくましい児童・生徒の育成」 

目指す子ども像 

かしこい子・やさしい子・たくましい子・世界で生きる子 

卒業おめでとう! 中学部（５人） 

○○○○さん ○○○○さん ○○○○ ○○さん ○○○○さん ○○○○さん 

卒業おめでとう! 小学部(１３人) 

○○○○さん ○○○○さん ○○○○ ○○さん ○○○○さん ○○○○さん 

○○○○さん ○○○○さん ○○○○ ○○さん ○○○○さん ○○○○さん 

○○○○さん ○○○○さん  

mailto:gakko@jpschool.cz


 

離任される先生方から 

 

○○ ○○ 先生 

３年前にプラハ日本人学校に赴任してきました。その間に、たくさんの子供達の帰国や他

国への転校を見送ってきました。その都度、寂しい思いをしてきましたが、今回、私自身が

帰国することになり、寂しい気持ちでいっぱいです。 

帰国後は、プラハで見たもの学んだものを日本の子供達に伝え、日本での教育に生かすこ

とが私の使命だと思います。保護者の皆様には多大なご支援、ご協力をいただき、支えてい

ただいたことに深く感謝申し上げます。今後も皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします。

ありがとうございました。 

 

○○ ○○ 先生 

学校や学年の行事を通して、そして素敵な街に住まわせてもらって、プラハ、そしてチェ

コにはたくさんの良いところがあると感じました。街も自然も、文化も人も、魅力がいっぱ

いです。その一つ一つを「見ようとする」こと、「感じようとする」こと、自分の心が大切だ

と思いました。 

 この学校では、小学部を卒業し、中学部で活躍する姿を間近で見ることができる、新たな

ステージでがんばる姿を応援できる、日本の学校では味わえないことを経験できました。 

担任として、同じ時を過ごすことができた児童生徒の皆さんはもちろん、全校の皆さんにあ

りがとうの気持ちでいっぱいです。 

 

○○ ○○ 先生 

慣れない外国生活を支えてくれたのは、プラハ日本人学校の子ども達でした。パンデミッ

クにより、現在もコロナからの防御の毎日が続きますが、大変なこと以上に、子ども達との

思い出は、いつも私を幸せにしてくれます。特に今年度は、学校で子ども達と一緒に過ごす

ことができました。 

プラハ日本人学校からは離れますが、外国でたくましくそしてしなやかに育つ、全ての子

ども達をこれからも応援しています。この美しい町で過ごした日々を忘れることはないでし

ょう。みなさま、どうぞコロナ禍に負けず、お元気でいらしてください。３年間、本当に有

り難うございました。 

 

○○ ○○ 先生 

 月日が経つのは早く、プラハに来てからおよそ３年が経ちました。プラハ日本人学校では、

運動会や学習発表会、スキーなどの様々な行事を通して成長する皆さんの姿をいっぱい見て

きました。 

 コロナ禍の中では色々なことが制限され、辛かったですね。しかし、苦しんだからこそ平

穏な日常では感じにくい、「今しかできないことをする」ということがよりリアルに体感でき

たと思います。その中でも今できることがないかを探し、精一杯取り組んできたプラハっ子

の元気な姿を胸に、私も日本で挑戦していきたいと思います。ありがとうございました。 


